
□開催時期・方法：第 2,4 水曜日の 18:00-20:30・Zoomによるオンライン開催
□対象者：学生と社会人をあわせて 2０名
＊４０歳程度以下の方で、7回全てに参加できる方に限ります
　＊定員を超える場合は参加者を選定させていただくことがあります
□講習費：学生 3,000 円、社会人 5,000 円
　＊上記は講義受講料のみを含み、各自の現地調査に関わる費用は含まれていません
□募集期間：７月１日（木）～７月３０日（金）
□参加申し込み：URL or QR コード先から必要事項を記入、送信してください
　（Google フォーム）URL：https://forms.gle/Snx3c4dVesgpaL7Z9
　①氏名　②学生か社会人か　③所属　④年齢　⑤志望動機 (150 字程度 )　
　⑥演習の対象としたい公共空間の候補とそれを選んだ理由 (150 字程度 )
　⑦すべての回に参加可能か　⑧メールアドレス　⑨電話番号　⑩住所
　　＊お申し込みの際に頂いた個人情報は本行事のみに使用いたします
□問い合わせ先：風景デザイン研究会 事務局（担当：原田）info@fukei-design.jp
□建設コンサルタンツ協会CPD：11.65 単位　日本造園学会CPD：15.66 単位　
□主催：風景デザイン研究会

九州デザインシャレット2021 online

□講師

■プログラムの特徴

吉村 純一（プレイスメディア：ランドスケープアーキテクト）
田中 智之（熊本大学 田中智之研究室：建築家）
山下 裕子（ひと・ネットワーククリエーター：広場ニスト）
女鹿 裕介（プレイスメディア：ランドスケープアーキテクト）

柴田 久（福岡大学 景観まちづくり研究室）
田中 尚人（熊本大学 地域風土計画研究室）
星野 裕司（熊本大学 景観デザイン研究室）
高尾 忠志（地域力創造デザインセンター／長崎市景観専門監）
石橋 知也（長崎大学 環境計画研究室）
増山 晃太（風景工房・熊本大学 景観デザイン研究室）
尾野 薫（宮崎大学 地域交流デザイン研究室） 
池田 隆太郎（福岡大学 景観まちづくり研究室）

近年、にぎわいづくりや居場所づくり、健康増進、地域防災力の向上等、様々な観
点から、これまでの概念や制度の枠を超えて、道路、河川、公園、広場等の公共空
間を積極的に利活用し、心地よい時間と多様な交流を生み出すことで、都市や地域
の価値を高める取り組みが増えています。公共空間の計画、設計、施工、運用に携
わる専門技術者には、こうした新しい時代の価値観に対応した能力が求められてい
ます。本演習では参加者各自が、毎回通える距離にあり、かつ、デザインの意図を
読み解きたい公共空間をひとつ選び、その公共空間の特性を、毎回の講義やグルー
プワークで得た知見等を活かしながら多面的なアプローチで読み解き、読み取った
空間特性の全体像をわかりやすく表現する機会を設けました。ぜひ、自らの技術力
を高めたいという志を持った学生、社会人の皆様にご参加いただければ幸いです。
本演習を通じて出会った仲間はその後の人生において共に切磋琢磨し合える貴重な
存在になるでしょう。

「場を読み解く」

①初学者から経験者までを対象：受講生各自が毎回通える距離にあり、かつ、デザイ
ンの意図を読み解きたい公共空間を講師と相談しながら選び、その空間特性を講師に
よる講義と、受講生同士のグループディスカッションを通して順々に読み解いていく
ことによって、空間にこめられたプランニングやデザインの意図を読み取る目を養い
ます。また、最終成果では、読み取った空間特性をわかりやすく表現することに挑戦
します。この一連のプログラムを通して、公共空間のデザインを考える際に必要な「コ
ンセプト～プランニング～デザイン～プレゼン」の基礎を体系的に学ぶことができま
す。全プログラムを通して講師やチューターが丁寧に指導しますので、初学者でも心
配せずに受講を検討されてください。
②実務的な講師陣：講師は各地のまちづくりプロジェクトに活躍する大学研究者に加
えて、ランドスケープデザインに関するコンサルティング業務に従事されている吉村
氏・女鹿氏、全国のまちなか広場の整備・運営に活躍されている山下氏を迎え、実践
的な指導を行うメンバーを揃えております。
③同世代の仲間と出会える：オンラインでの開催ではありますが、受講生同士のグルー
プワーク等を通して公共空間のデザインを学ぶ同世代の仲間と出会うことができま
す。他の受講生の意見や発表を聞くことで、異なる見方や表現方法に刺激を受けたり、
良い事例のデザインについて知る機会にもなります。

風景デザイン研究会

ゲスト講師

シャレット（charrette）は仏語で「荷馬車」という意味です。仏の大学生が設計課題の提出日
に荷馬車に図面を積んで学校に来る様子から、短期間に集中的に行う演習を意味するようになっ
たと言われています。例年、九州デザインシャレットは現地・合宿形式で開催しておりましたが、
2021年は新型コロナウイルス感染拡大の状況を鑑み、オンラインでの実施に至っております。
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日付回 テーマ［講師］ 概要

各回プログラム（基本）
18:00-18:05 開会
18:05-18:50 講義
18:50-19:30 グループワーク
　　　 各自の観察結果の発表
　 グループディスカッション
19:30-19:40 休憩
19:40-20:25 全体共有
20:25-20:30 宿題説明・閉会

参加者紹介
各自の対象施設の選定8/25 オリエンテーション1

人の動きを観察する
［山下裕子・田中尚人］9/82

空間の仕掛けをみつける
［柴田久］9/223

文脈とヘソを読みとる
［星野裕司］10/134

時間的なうつろいを感じる
［吉村純一］10/275

全体像を表現する
［田中智之］11/106

最終成果発表・修了式成果発表11/247


